
｢-かかる ･

カ＼ける｣ 成

田 j敢胃0.は じあに動 詞r:9､か る ･か ける｣は, いわ ゆる 多巌 藷

で あ () , ●しか占その多義 性 は韓酎 こ豊盛でlある｡太線で

はノ いくっ 劫や手かかりをiとに, この 土語 の 月額 の 分朝

･分類 を試 み, 多 義 語 を周東するたあの方務の

磯●秦にあっa:めた｡多 義 語 と何 台 昇轟 語 との 区 別 は,

安襟 には囲磨るこ七 重為る･,また, 多 義健 と.'#なる比感や萄磯/J慣用

串間,,Aと,D凱 二つ明魔 に一線 を薗 すこと●亭容尋 でtはTa-'LIQ

ここでは, 多量語を,布 ら加の鳥射 れ徴 を斉45-1=レ っフ,互 い

に異な る慮嫁軍政2才夷するえ類以上の用講を占･7勘 とい うよ う に収 Ljに虎 め -

こふくに とと､め るorIJ11か FP･如 ナる｣は, 惑 在 勤語研 究b

T(以 下, 盛頑 と曝 首j'b'JjI,m i , r･之･Ib･li: 拷,-7･,置:f･つり･掛けなt･J に 含 まれ て

Ll:JSo い I::;ゆ るrLalid置勤軌 ･'･lL{･1-:tゐJ本遍 ご対象と

した畠のに は, 二 の 凋 ,廃 J5_" ･SgfC毘研解 のカ 朝 敵 8-, 1ズ下 帰 し),懐 け る. ぇ

3,7了 .7 1, ;iる(鋸 ●覚の寓晩IuA.epGB lj･'LTあるD ｢lElブ

る了鹿ける｣は,崩 音斉最盛 と考 え た ｡ 孟TC,いわ ゆる 雛 藷 の し

かか S ･一肌;･･:打や複 合 動 詞 は, 本属 ご(3:敵わ ない こと に

したb且.自他 の対応塙､か 73Jは自鮎乳 rhHJる.は偲 動詞 と考 え られ て

お Lj , ,F,jl-の阜農を,r奴か周りこ絵 をかける｡J.とir@に教 ,I

I･か,l潤 子_jと 鼻音いあ らわ す こと 軒 ご

きる ｡ この関債 は.施軌(i) Nlか 砿ニ NT3ヲ か ナる｡ /
Y.IMo他捲 .荷)JVL

ニ A/Sか か か る.のよ うにあ らbされ よ う｡ こ九 卵 白裾 の対応 であ るっつまり,



浄漸淘r･=Jのカ の名舘 が 東虜 一致 し(JVむ, rか ける｣の頼助歯T?J

の前の串商 とnJ3､か%Jの槍助封切､IJの前の名説 と が 一 致する(柏
)という常傭 になっているのである｡すべ ての用該 に, この

対応がみとめられるわけではな い｡以下の歯並をみられたい｡

この常備 を膝丈試軌 =示すなら,山 はA(毎 nt･'卑4･a主),Nl
はG(色紙i:冒頗)あるいはPaくPartzcipa･旭 '･鹿け争),鵬 は0(Ob-

jective:対象)というようにrd;るうo

hrlにたっ名言罰は , -碑もこ腐生の卓の(争くは入朝 )で あって,

rh昭 和 は,聖の佃の勧僻 主の恵み的な動作 である｡唐風 しな

い潜農 をあ らわ す場合 (例えば 【領親 に.心武 をかける OJ)壱あ るかち

その時にもNtはその阜番の腰顔/昇任者である ｡ また了かけ

るJは通常r～てuるJ亙僻 って勧 伸 の藤 簡 /過行 をあ ら,T,す.

-･一一乳 価 かも は (//3家財私立 呼n ･■つるよ>JにjdJか甥 嶺 でl

あ って き無産 志59な動解 をあうわ し, r̂ ている｡く名書･ほ 修 飾 守一

る場.二子.LニtまrへたJの ここ呑め る｡)を摩 ?てある 状腰 'fcLか う粧 す.

r=･1.=tlL , 碑 昇朗)な,.即 ト(恨 帝 がJj:･勘 こか示与 .J i,あ る ｡

盟.岸頚の虜湧泉

孝義性,))租婿として, 用例 を大き くい く･･)紬 二ま とめてみ

る｡以 下 の例は次のよ うな簡鵡凄 絶 ご示 し, <･:さる鼠リ牽く

･の奨俄 5=痩示 するo膏料 a=して吉備傾 ある.舌の色めざした｡

(i) (筑 研 摩 二 線 .チ/か [(A/iql)//1ニ 鵡 ヲ/か コ

この(ユタは′次の'31たっの史を

(え)a.破 け ′萱ユ 姶 ヲ カlける｡

わ. 憂 二 線 7rk かかる｡

事宰 ･yJて売 している古のi=読みd=ゥていただきt7=いo対応の

ない場盾 には,く3),純 のように示される｡

(3) 山二 発か

(4) 花 子 押 太郎 ユ 愚Ll,チ

¢)は rかかるJのみ, (4)はrDlけるJのみ しか言えぬ例 で.あ る｡

.20
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臣
i,い転任慣騨熱願臣
-匝

また,掛窮が･自由で率い例かあ l),その場合には.
上のよう

T3:碑 序Iet'は示していなし)･

史.
1
.
<設置>

(1)く彼か)摩二親ヲ/打払1)(彼力つ史.=
やかん診免､.

(V
_･･
(後カつ
.
生野二提灯
.
5Vも"(輝線カウ
..
磨-･
冶藩昇
か

.(3)
(吸カウ月こたすき5/打as)俄 ･#) 新郎こ,圧力 5yh･L

_:C4.).(彼が あご

ニ''由).(級加 卓

二(6)(後カウ

手篭ニ(7)級 フ竹

痕ニ(普).(錬贈 名こ .

'(q).く彼カウ 虚子 ニ ひるヲ′げ

(地 織 Jr) 帯 こ 荷物 升か存命 柵 .a

S)線 Ht) 頗 こ めか海 砂分数泉

診竹 (iD 破ガ いす二 膝 ヲカ｢テン牙

か(脚 (級ブカ 詞二 歳 細 い阜牙ガ I

iiS)(叔初 慮叔二 磯 子 細見 ?/

71V 糾) を二 月打(10)(披桝 こんろ二 .億 7/

hLl ･卸) 卓 二 虹 ガ･羊九らの帝政.堤.･JVA･d3加

鼻凍 物で, 南 鳥 研 一帝 易 接 し て軌が , JV3の蜜みカで抽 こあすけ

ら灘て い.･bこむごめ.呑 .略は, rどこに 7.という項 間

の答 えにな る ことか できる｡ す7:iわ･石. 境顔 監あ らわ レている ので ある｡ 故 フて

,. NLとJ鴫のI●港 ,して い る点 を魯 ん ご , 範囲電束

･･くb狭 < 鼻 とること か でき去 4 倒 か ど(?)の舶なら 喝Jr玄
臥 ｢宮野の軌 , .5らに宅の東園

の軒にとりつけ た軌 で もよ い ｡こ孔らの背教 から, こ.Q)顔 を <

配 置> と呼 ん Zt･あ く｡ く改定>掛 言,r置く｣r#える｣な どと. また

呼 に, rつる1J｢ご r̀る/ぶらさげる→のようTs勅封 と療養語

?グル ー7･をAJす｡ 鑑 っ もうけ gJTt bJT3

と･t･反 義 射胤 こた.? AC硲W は , ～;か 抽 象此 さ れ て い る . ま た,(

1ユ)Q3jtS, NR.か和泉吟 な るの 〈帝 行 している｡.よっ

て,(B)(ま動作 その 古の加古はヤ貞凍 釣 で1373<71つ ている ｡

(ll)鮒 は此 喰 鞄 を泉魂 であ'J), .畠解凍 象 の f

:=わ 白助 詞義 弟 レか な い ..㈹ (18)Q)場 合に は, N3.の内藤 か洞 かJこ埠 しこいる掛率か あ



為｡¢8)ごほぞの 一億 五JYLがあらわ して いるか.,(押 d)Niは やの

向噂 の周 に 凝る さの 冬あらb L･,･d3と藤 レてl3t'暮jP Ll.

似)線 は 向 こう岸 に 嶺 左 かけ･rl｡

･･㈲ 彼 は A村 か ら β町に 廟 も ふ けを｡

胤 はノ 脚 と荷札 dlが 一端 互.'qらb'すJPj,･紺 は葎 している向

蜘 略 亡丸て.いろ0g･'ごあ･る o 卓:t約 , ..<敦 置>･=E3)対象
俄 即t'こかから'〟との放 置へ帝勃する◆こ4'が鶴亀 と亘 れる･鐙

ク て dLIも rj7Lの1 に斉が あ.私 という文 tiJ'.劫lfる鳩 軌 と異なソ

細 身 T･u 亀頑 う こむかで'き･毎て称 けるjの境各 の .が ｡(19(呼

に･あられる方向堆t'i; こか艶賓に泉7tLく.二

･掛 も･rh､げろ.d)%･の腐 やあ岳｡確 か亘も 阜-いう琴 彦祈るセ

ムか ら'わか るiう に ,･･巧醇をb)'け●卑⊥争 終ぞJISttrすbる｣に鹿 賀

･する恵味を 卓っ｡この薄蕗 で甥 い る に は, JViの名萄 壬二楓 叔 _

外 の 音の 描 きわ あ 乙とIJに<い｡ つき り , 命 朝 と勧萌 との主線

ti･つ･さAL･･固定化 して稗史 の-轟味妄5-らわ すよ･う になっている

･'の で あ あ ｡ .この.よ り勢い轟が つ き各 港 してい一為 さ●Q)亀 '';d･tQ和

也 LたるのとヰdtAこと に'す る e ( a,之.･参発)
成上わ 他 , 衣 r)ようなを47か <静 置>'に題3'(廟遺 せあ る と

籍えら九も･{as)⊥鹿 LJ,噛 私人藩政かずれて いや ｡

㈲ 封 こ .点が

㈲ ･レーダ｣鯛 - 主なtyト磯癖敵 か

..▲ー.ArI11心八･=りけ1-･川日日‖1

紳 締水)ノト匂･1 ひき2/U､ ''4

御 名促研) 認碑 - なか 薮か

抑 舷 桝 金庫-･廟 ヲ/711t

園)(級 巾 ､阜 ･- ･ :ァレーキ･ヲ/汁

脚)雄 叩 唇 か二･r助長 -ラ/か･

Oo)(経#)･ エメダン計句小

C31)a級 qL)･●ァレト ム ･Lj'⊥ド 5Vか

b級丁の ･イートー ôン 茅/か
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′.′C.L款n) l-

(貌)a級″)･.. .I･･

b･酵 7T)C級 プiJ) ステ i･fオ 矛イかラ

.5P才 .三か勿れ

～.jl･jt升竹野戒や鮮 ヲン

卸申 1く坤 C･暮雪 輿席 亭や圃琴阜金谷机 帝劇 ま軌 )る ｡A.

II-Ia.A.<噂琴.4)移動 >･(1) 俊

1n 成分こ き 診竹 払)･(奴か).鹿せこ 東食 S/JJq依)級 珊 如 二 由

矛仰 (5):線 カ㌣ 頼-3> 王寺 5/qt,(3)･･由 如 廟卦-.華

和 白碑 .(紛 繊 u) 鋼鉄- ストッコ｡･7/uA二 九らの僻徹 はj･. -

掛 キ水 か人周 否,･46が音声子鹿 による僧AS･.･:aら東レ′ 頑 か JVからノ蛇へ角遭3九 台 こと･乞番ちか

レているJ5t.ど.おる｡ 与の嶺 互 く絹敢 り穆葡 >･i
和 ぐ｡.こ甲鶴 でt3･,孝 ?.よう l:.r滋

的 色･.･.a/)a･破 曲 ら .肇i･廿に 鼻 も 廿日Jに o

b･･彼 から ･.癖 せ に.声bi:･かか ?た｡現 わa lこ塞き凍 えうち. し町 さb.のiうt=Tかか

る｣ の堵省でこえ 与鼠径化 され ラ呑.こか ‡,･勢作主 ご祈る戒btp,

伺埠に嘩率の呼鞄の卑息で満々予

とにきるQこの? ち J
(え)は到遺す象蕗愚息か 重 く ,･｢泉京から地膚胤

lJのよ うな泉免 孝可鱒 71tあ為｡2.9.く面甲藤申>忠 霊 芸 憲 L慧 ニ _.

.I:.(C.芸.･ 詰 ..霊ご(3)啄711)麿鬼〒ソT.1牙竹".

(i)･締付) 木藤- ･ネス1/nl､.琵言..㌫ 宗 ･･芝

･諾 '∴ 謁 芸芸 慧 二 驚 忘(6) 本二 惇劫 軍竹これ らは<艶 置>Jと軌てい耳 恥 t.._壌触廿 亀和衷か リ, 食 み



呼んで点 こう｡ -魚 に,舶 ･や は長谷 敬 で, 鵬 は平たい さの

如叔破カ､ある̀いは糾 .･免停●七一奉る｡

笹 敗 か面 斡 Ie･ある ため.崩 かめ くの一部 )を 醸 す状掛 二五･J
う み ｡ a.4.く状 鬼 変雌 >.i払単 されr:い｡

(6H g)lJ, fl鮮卑象 bLJ'(は七●れ に争 ず卑JL為597=t･率 ,.,羊

とか ら をあ らわ す｡ b去るん.(メ)ゐ痛各 章韓鬼 の史観 とは

(め 象が 本に ほ こり左 か けた｡

とまえ な い ことは か ).･

乳 尋.<状慈愛碓>

(i)繊 即 座鹿 こ 抑 阜紳 '(.73他 新 規=- 7jロ-i:.?Jか∫

(え目 敏杓 叔 こ かんを 砂卸 68?く敢力つ 鹿 こ 韓年号か

制 級 ir) 鎖 こ やすL) 如 小1(i)●㈲ 南晶子 はたき軒か

(4)級 ir) 凝ニ ブラー=,奇功LL (103-仁政Jr) 館主 ガ/7ン愁匂い

(5)搬 ガ 髪二 朽 イヤ二才竹､餌 (扱ガ) 勧 二 戯 嘩 紳

しわ 級 iO 監ニ )で-マ 幼 .Ql) .赤線こ .負かか

これらは,～(Sを(遺草 として).用 いる ことに よって,ノ転 f=伺

令-かめ薪 轟 の変北 を iたらす とい う葬選 点 を さTi｡ この塩 草

く状藩変化 >と呼ぶ ことに する '｡

d31才,くま)(め(W の よう に畠 鼻セ ? 卓の でruレ一.こ よ さ●ぁ る 叫

煤 塵 の変北 恵 かさあこす鼻 血あわ り●が/Elい 40Q)は.｢国包 の条

痩.である. A.1.の¢かさ ここに 含め う る ｡aA)は,d3却入国

で準息回申在勤碑 である｡鵬.3礎 と異rJリ長埴物で▲̂dいq 別

の鼎 と する べ きか さ し九rdL'いカY, 華 鮭 の変化 を あ らわ す点 で

措芹通 な ので, こ.こにあげてあくq

この額で は. 一恵 に.JV3blLJ仏の鼻面に掻 触 Iて帝 勧 亘る ,

という動僻 を,神 勅 殉 71幼けち か合軌 台動詞rhlか句 は状態応

変椎 の東 了 を あ Jbわ す.lrh巾 r=/iらLS;動僻 白線 の免 了 車と

81こ状塵 の鮎 にさあこ.ったこ与 になる｡

58.6･< 心琴的7:s負起> l

淡



(1)繊均 癖せこ 昔静-jVが (中 破が 腐骨二 郎虎 診旬†

(え)(姉均 二癖女二 轟蕗紳 t (S) 破骨二 隻砲 が

(3)故郷 衣甘こ 晋.み3/V､ く6).鍔が.輿を二 思いヲ

鵬 か肘頭由なるので.血かその彩管を右 1る人闇で偽 る毒

のを一類とLてまとやてみた｡<車卑野卑歯車?む噂凱

A-dl(まJV3'の鹿乳/貴偽者である人蘭を示亘｡･.(?:)<tl.はrN カタか

..ける/&.かる｣と泉魂するこ...i=･亘やきる｡東 か言わばjVBQ)静豹

の鼻息としてt:.Sえられるのである｡億の､例で..･a･r払 甘気は言

いlこくいt･.･こ風はd'抑一恵潜ヲまき取ら五 年よ･?･.に人間t切 リ●●
瀬 さ九TC右のとし.{･扱われうるか電か によると思われる.

この類は∫乳 4･;:;:･わ脚 にあげた塩 力をか-1･する/軒軸部も

;4)_ような用まにヰ羊て:nるふ･鵬 の舟象花桝 tB窄甲なき･のに畏鬼

王'*L･長 柱人削 こ艮如 丸る武 神象聖 女で･適 逢ずる｡
A.6.施敦重度1.'･

械1'乱 1･-6･にか ヂた轟についLc.旦とめてみよう｡ま
ずそのあらわす勧僻を周布侶･すると,

雛 隼 ･･慧 耶 賓

の

da

欝 富 ~-管警̀ ' ■̀僻 欝 軒 ...@ 野 肇 禦

千･讐 驚 紗ようにあらわされよう｡取の兵秤は,葡最 となつ.

ている一緒阜部d?:準劫もあらわす･:え･'･4)み太11嶺fPをC押 ,..
この帝象か卑搾i.Q)書の)=合されてV､なLJ山r専ら.{3-1･からで

あ･ゐ{濁時単色呼をTLめ凍坪は腐敗とを

?ている.え ごは移動か必塀であるTav),セの起息と今冬JVl

か鍵専'である｡ら.のJVi措定為 さ求み11｡･蕗卸 ま:Jtd)凄 味であ

J5,裾の主-でL3JViQ,此郎 東帝で如 ､･7日､冬や 車かす.こ-1･35だせ

せあ奇･｡I石女飢 壬,いっ7:-U･k弟･j5位'鹿も周 ツすぎてからタ レさど



号という亡丁か･?かけ融 とI､うような)動 きを赤 Lたっ 書')で あ

局...比酸 してみ るとわ.か為 ようlこ,2.-4.は 1.g)動作 Q)-')tot)

二二-?･号../ごあも.

itれセ甥 47碑林 を首う 少 し整準 してあ る.

111----
--■●一

HHHい--11日rHH.日日山

1,十･.LI.I.h叩.

【コは
N
i～̂J3が軸流のあらわす勧
侍にあいて貰 T=･1枚

敦蜜穐

す
｡･で
lつながれr=もQ?は伺時l=南方の預豹であうごとを泉

わし
′
/G7か言とちらかて付ある=と善蒸す｡動作の
ところrQ

描
,
主と
･
して仏とJV347開成i

=葛呂して登施 した｡･･毒と よ り克41万 登虜 で はな < , それぞ･

札の帝敏 坤 を 面 圭角親 して まと め T:i=すぎな い ｡ し申し, 発.-4.が 乱 から強 生

し毛中 ととらえうる tTと.:しま , 上 紀 の審理 か ら 書巾 か 尋 で.あ ら

ラ .''h 重々の甲例.に ? い て..3'氷ISt,･･毛札 T･丸 の中

節紳 み さの と.為 え られ 急 患の 亨

争 い｡ 多 義 海 中奇か てr古称 か 'J･かTT与Jかとをえ !=.<

いの,は, この連 綾 錦な っ有が L)の たあで あ る｡'●8..号や.嘩 P)周到 こつい

て上の身類



冬用孝 を界 して 為.く.,=車に したい｡ ･

･串･1･一類草◆･.な しう.古土 思われる用考

I.!I(1)廠叶 讃暖二 金紗 (3)解ガ?･確産土 手簡7/〟

､一('.A)一撃 か 読書二 時tSl･紳 い ′

◆これらは J d3抑軸象aJで金額や蹄凱 こ罷免 さ れ る｡ 易体的

在勤雨 季 わき範 r噂 とすか 夢1Jの意味 牢あっ｡

く4)線 坤 品物二 親食紳 (6)礎カ･) 衛 .= 常食 F/JTI

C5)く衣卵 轍 羊 償済yjr

上のや にか似ていJb叫 ｢観ずJとl-う藩軌 あいを岳 つ 8

芸 雷 宗 ..蒜 I 芝::慧 器 三 器 財
(?)轡 ') 輸 千 億 骨矛升
海 (7も とか 簡 け亘･･懸 かるJの食 で･ある｡(6)はむ しろ こちら

の如 ､さし丸 を Ll｡ ある一点t:ある さの を鼓 す という意味 で

急･乱 からの来生 と為え てるよいであろ う｡

制御 5ニ 3ヲ/Ht 鮎 )搾 Htl d'g･ニ あすア

r:かける.か削 ､られ るのがふっ うで鳩 る｡ これらは,rS.ト3

糾 ヲか けも と長 め す こよ さで き′射麻酔銅のひと つである ,i

腐 えら氷る.

㈱ 贋が イ1痔 L= かか る .

これ 言rb､かaJか･;雇'S野 な勤僻 と して便用 苫耽 る常男 醇な

例 である . 攻 の よう733凄い十台 卓可勉 で.あることl=淫百三jtT=
･い〇

位句額 が 丸を 'LOリ▲に かか る｡

つ ま リ, r～ ユ｣の と ころ に rh左切も といケ女 をとる こと･か T･き

るのttL吊る｡r,u Jに は = る の は鹿 ･絢 在勤伸 を凍 わ す女か,

溝 るい13和解 名淘 Ie･Ts･け3H rな らnJ I､｡

急.之ir如 n砥 した 表 現

･より硬 い凝 allっ空をTJすようL,=なる と,儲 噸 古画塵化 して

野



<る･血下に例を品L
r
l声!=智東化のテストi･したさの乏あ

rrも｡
藤倉化せjtた毛?かき克ないのfZ,
よt)凍一輝甲つ草
書なす食餌と動綿とか切tj和され帝者の#aL?亨が●舌っこ
い●与旬報存意帝かとらキちかTs<な7てしまうからで卒も.
fl)い1に席亀か丁も.Xいすにかけ
る摩

挽)如Y一鼻にかかも.･X
声がかかる点
く
.
3)凄女に串を
.
かける.X
線かこかける昏

(4)萌せに車重かける
｡
佃(psl
かx緯毎にかける尊

く5)美しさ軍

.

虜iこか-X東し'tt
･
盲かげも鼻

(6)釣女̀尊.&に別てる.X
顔中をかける尊慮

倒か
ぎ

,La)政経7i!･9?寺S>
幾いS蘭と新顔とせか
とっの単純

魚釣飼(rへ
.
L-J
を亀とiaな再動時のはT:ちぎ
を◆していも
一
･くi)
¢)紺は
;工
にl亀
と畠畠勧
執(恥は草魚超勤蔀のはたらさをし

ていると考え･
られる｡

ざらに時務な毛のにな与と
.
,ある時貞の連鹿あるい持寄女

A)形態でLかあらわれない;払下L=列挙する｡
(守)(喝q)AトBtUここ瞭7/が.
(ち)療げAトB(ト沖塙かl)二
門)後足で砂をかける(ようなLうち)

qQJあ目にかけも

(相帯
..
い研けない,整いもかけぬ

･
(il)亡-から～に)かけて

03)(母液の舟替iニ)
.
かけて
.
(

･･i)㈲歯音ドも一かけない
aめトL=)帝をかけて
伽)廿寸Z=かかっ.
て

印) ～とかげそ亡- e:と<)

fIg) 凍 Lこよbj･毛ケIT.令

(lq) (碑林d)帝 拝)一かナて亡は)
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榊)食 ってかかる

Cu) あBにかか る

4.あわ リに - 裁 き叔r=rjI鬼点 .

こ こま で T:かかる･か けも の用靖 五大観 してみた｡整理 しき

れ なか ヮた 用例 左以 下 にか か 1rて, この謝 邑終 え る ことに し

たいoBでか rr=古のや山 下の 身のをど う破 っ ていくかか す

攻の親類 で爵 るQ ･

(1)(款ガ) 熊こ わTj:5VJr･

似 顔ガt) わ73:二 階 7/HI

0)紳 qI) Q̂テンニ衛 7/ガ'

L4日練m) 敬 二 A療漬 物 t

L5)鋤 や 卑ヱ 帆 ヲ

(6) 癖が 馳 コ Jl､慮 ヲ

(T) 勤淘二 冬芽ガt

a)勧 -t或幹三 やまヲ

(q)傑刀d)成文二 声7/〟

(轟星卓ちかげる禽)

このうちぴ)は碗在 で-はまれな用頚 である.

この諦 Ct示した缶のは,･泉だ恵みな卓のTtはな い ｡ 多義尊

･のそitぞ九の用務類 を-,類嶺盛 と比顧 すること 番考 えr=17lq/

適 当な類義蕗 を舟フJTに<.目 鼻の古あ り, 分析 L=阜 L)こむこ

とが 7:".:iな か.?r=｡ 方頚 の頗 厨の虚で-きみすべきこと は まだ

争いので･ある｡ 循来演吟なまかたき欄 磯野 存推 業 で甥 布 く滞

愚で.はT3いので, 今後の萄棄 畳まちたい｡

く参局 文献>

棚 庁外 国人のための基 本額 用例 帝虜瑞 1億)a /?打倒

大蔵省 坪親局

国立宵薄層覚か 鞠 廟藷東泉五･Jfi4L抑 f)秀美銭巌

宮島達夫 (虜立国執野党郎 好転園 の票数 敦故地研兎｡
/?FAく好4g) 秀美銭廠

森野定市 庁塞虐日本鞄 ･/ヂ押(BG512) 角川盲凄
く書籍触 >

/13:1(戯 F)卑朗 車知泉生まれ ユ3-12才者鞄 233- 触 ｡
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